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      ★このﾓｼﾞｭｰﾙ単体では、動作致しません。 

   このﾓｼﾞｭｰﾙはﾏｲｺﾝ等で I2C ｼﾘｱﾙによるｺﾝﾄﾛｰﾙ 

制御が必要です。 

★ICのｺﾝﾄﾛｰﾙの詳細は、下記ｻｲﾄより NS9542の 

                                       ﾃﾞｰﾀ･ﾌﾞｯｸをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてご利用下さい。 

                                       NS9542 ﾃﾞｰﾀ･ﾌﾞｯｸ･ダウンロードサイト 

 ■ 概  要                                http://www.tristate.ne.jp/fmam_module.htm  

★旧新潟精密社製造のCMOS と DSP技術を採用       

した FM ｽﾃﾚｵ/AM受信用 IC「NS9542」を使用した     ★尚、このﾓｼﾞｭｰﾙを載せPIC ﾏｲｺﾝで制御するﾗｼﾞｵ 

FM/AM ﾗｼﾞｵ受信ﾓｼﾞｭｰﾙ・キットです。              ｷｯﾄも用意する予定です。  

 

 ■ 緒  元 

受信ＩＣ ＮＳ９５４２ ＣＭＯＳ ＤＳＰ採用のﾜﾝﾁｯﾌﾟ･ﾗｼﾞｵＩＣ  (ﾃﾞｼﾞﾀﾙ非対応) 

クロック 19.2MHz 

受信周波数 ﾘｰｼﾞｮﾝ設定により世界5バンドに自動設定 
・ JAPAN ：FM 76.0MHz-108.0MHz (0.1MHz step)/ AM 522KHz-1629KHz ( 9KHz step) 
・ EUROPE ：FM 87.5MHz-108.0MHz (0.05MHz step)/ AM 522KHz-1620KHz ( 9KHz step) 

・ USA ：FM 87.5MHz-108.1MHz (0.2MHz step)/ AM 520KHz-1720KHz (10KHz step) 
・ ASIA ：FM 87.0MHz-108.0MHz (0.1MHz step)/ AM 522KHz-1611KHz ( 9KHz step) 

・ RUSSIAN：OIRT-FM 65.0MHz- 74.0MHz (0.05MHz step)/ AM 522KHz-1620KHz ( 9KHz step)

※NS9542内部で設定の為、これ以外のｽﾃｯﾌﾟ/周波数には対応できません。 

アンテナ入力 ＦＭ：50Ωｱﾝﾊﾞﾗﾝｽ。 AM：650μHﾌｪﾗｲﾄ･ﾊﾞｰ・ｱﾝﾃﾅ 

受信感度 SNR=30dB,MONO 5-14dBµ SN比:58-66dB 
音声出力 音量固定ヘッドホン出力600mVrms  FM=ステレオ/AM=モノラル 

制御ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ Ｉ２Ｃシリアル 固定 5V制御 

電   源 ５ＶＤＣ 約 9０ｍＡ  

基板寸法 45mm x 42mm 1.6ｔ両面ｶﾞﾗｽｽﾙﾎｰﾙ基板 

  

■ 基  板 

 

 45mm x 42mm １．６ｔ  

 両面ガラスエポキシ・ｽﾙﾎｰﾙ 

 

 表面：部品取り付け面  

   

 裏面：部品機械実装済み 

 

   

 

 注  意  
・ キット製作の前に、必ず本マニュアルを最後までご一読下さい。 

  ・ 製作に関しましては、当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ(http://www.tristate.ne.jp/tsjb007.htm) も合わせてご覧下さい。 

  ・ 使用電源は、ＤＣ5Vです、5Vの 3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰは付いておりませんので電圧と極性には十分ご注意 

下さい。 これを間違って電源を投入した場合、修理不能な故障と成る可能性があります。 

 

＜免責事項＞ 当キットを使用すること、及び利用方法で生じた損害・損失は、直接・間接を含め 

如何なるものでも保証・責任を負うものでは有りませんのでご了承下さい。 
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■ FM ｽﾃﾚｵ/ＡＭﾗｼﾞｵ・ﾓｼﾞｭｰﾙ・キット部品表 

名称 基板上記号 実装 型番/値 数 Description 

ＩＣ IC2 ● NS8542 1 受信ＩＣ 

 IC3 ● XC6202P332PR 1 3.2V 3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 

BPF F1 ● FF872 1 ﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾊﾟｽ･ﾌｨﾙﾀｰ 

クリスタル X1  19.2MHz 1 表示(19W3ET) 

インダクター L2  10μH 1 表示(100) 黒色円柱状 

 L1 ● 33nH 1  

コンデンサー C1,C3,C6-11,C13,C17 

C20-22 

● 0.1μF 11 積層ｾﾗﾐｯｸ 

 C6,C7 ● 1μF 2  

 C18  0.22μF 1 表示(224) 青色 

 C19  0.01μF 1 表示(103) 青色 

 C26 ● 1000PF 1  

抵抗 R12,R13 ● 1KΩ  2  

 R14 ● 4.7KΩ 1  

 R16,R17  1KΩ 2 音声出力用 ﾍｯﾄﾞﾎﾝ用   茶・黒・橙・金 

 (R16,R17)  0Ω 2 音声出力用 LINE出力用    黒 

ｼﾝｸﾞﾙ･ﾋﾟﾝ･ｿｹｯﾄ (CN1)  １４ﾋﾟﾝ メス 1 入出力制御、FMｱﾝﾃﾅ入力 端子用 

 (CN2)  ６ﾋﾟﾝ  メス 1 音声出力、AMｱﾝﾃﾅ入力 端子用 

ｼﾝｸﾞﾙ･ﾋﾟﾝ･ﾍｯﾀﾞｰ CN1/CN2  ４０ﾋﾟﾝ オス 1 必要分切断して使用 

基板   RADIO-MODULE 1 部品実装済み 

● の部品は、工場出荷時基板に実装済みです 

                       

■ 製作前の注意事項 

★ 製作前に上記部品・数料をご確認下さい。万が一、不足等ございましたら、お手数でも製作前にお申し出下さいますようお

願い致します。 改良の為、予告無く基板、部品等が変更になる場合がございます。その際は変更・訂正のﾃﾞｰﾀｰが折り込

まれておりますので、それらを必ずお読みになってから本文をお読みくださいます様お願いいたします。 

★ このキットは、両面ガラス・スルホール基板※を使用しています。間違って部品をハンダ付けしますと、専用工具でなけれ

ば部品を取外すことが大変難しい場合が有ります。 回路図、部品表等を十分に確認してからハンダ付けしてください。 

※ｽﾙﾎｰﾙ基板とは、基板にある穴は筒状のメッキを施した導電性で、基板表面と裏面とを電気的に導通させております。  

半田後むりやり部品を抜いたり、むやみに穴を大きくしたりすると導通が無くなり動作しなくなったりします。  

■ キットの製作 

このキットは、主要な部品は裏面に既に機械実装されております。(上記部品表「●」マークの部品) 

表面にクリスタル(X1)、抵抗2本※(R16/17)、コンデンサ(C18,C19)、ｲﾝﾀﾞｸﾀｰ(L2)、CN1/2のｼﾝｸﾞﾙ・ﾍｯﾀﾞｰ※の 

順でハンダで固定して完成します。 

 ※ R16とR17の2本の抵抗は、ﾍｯﾄﾞﾎﾝ出力の場合は、1KΩを2本取り付けます。LINE出力の場合は、０Ωを2 

本取り付けてください。 

 ※ ｼﾝｸﾞﾙﾍｯﾀﾞｰ(ｼﾝｸﾞﾙのオスﾋﾟﾝ)は、本ﾎﾞｰﾄﾞ側に取り付けます。ｿｹｯﾄはﾏｲｺﾝ･ﾎﾞｰﾄﾞ側に取り付けてください。 

 キット部品の極性等の外観的な注意事項は、有りません。 

 

表面、部品を取り付け完成した様子。    裏面、機械実装面とｼﾝｸﾞﾙ･ﾍｯﾀﾞｰの様子 
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■ 回路図 

 
 

■ NS9542 ﾌﾞﾛｯｸ図 

 

    本キットの AM ｱﾝﾃﾅは、ﾌﾞﾛｯｸ図に在りますRFTが付いておりません。ﾌｪﾗｲﾄ･ﾊﾞｰ･ｱﾝﾃﾅを使用する 

回路となっておりますので、ﾙｰﾌﾟ・ｱﾝﾃﾅは使用できません。  ﾙｰﾌﾟ･ｱﾝﾃﾅを使用する場合は、ﾃﾞｰﾀ･ 

ｼｰﾄ(当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾀﾞｳﾝ･ﾛｰﾄﾞしてご入手下さい)にある定数でRFT(ﾙｰﾌﾟ･ｱﾝﾃﾅ･ﾏｯﾁﾝｸﾞ･ﾄﾗﾝｽ)を 

製作してﾙｰﾌﾟ･ｱﾝﾃﾅと AM-ANT1/2間に接続してください。 

   ﾌｪﾗｲﾄ･ﾊﾞｰ･ｱﾝﾃﾅは、NS9542内部の回路との相関関係で 650μHが推奨されております。 

 

回路図のＰＤＦ版は、当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞよりﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可能です。
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■ 補足説明 

◎ 入出力端子について 

ＣＮ１(ｼﾝｸﾞﾙ･ﾋﾟﾝ･ﾍｯﾀﾞｰ 14 ﾋﾟﾝ) 

1 ﾋﾟﾝ AM-ANT1 AM ｱﾝﾃﾅ 650μH ﾌｪﾗｲﾄ･ﾊﾞｰ･ｱﾝﾃﾅ指定 

2 AM-ANT2 AM ｱﾝﾃﾅ        〃 

3-10 N.C. -無接続- ※基板の支持を兼ねる 

11 SDA I2C ｼﾘｱﾙ通信用信号  使用詳細はNS9542 ﾃﾞｰﾀ･ｼｰﾄ、ﾏﾆｭｱﾙ参照

12 SCL I2C ｼﾘｱﾙ通信用信号             〃 

13 DC IN +5V 電源入力 DC+5V 

14 GND 電源グランド 

ＣＮ２(ｼﾝｸﾞﾙ･ﾋﾟﾝ･ﾍｯﾀﾞｰ 6 ﾋﾟﾝ) 

1 ﾋﾟﾝ LEFT 音声出力 左    音声出力 

2 RIGHT 音声出力 右      〃 

3 G 音声ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 

4 N.C. -無接続- ※基板の支持を兼ねる 

5 FM-ANT-G FM ｱﾝﾃﾅ 50Ωｱﾝﾊﾞﾗﾝｽのｸﾞﾗﾝﾄﾞ(同軸のｱﾐ側) 

6 FM-ANT FM ｱﾝﾃﾅ 50Ωｱﾝﾊﾞﾗﾝｽのﾎｯﾄ(芯線)、ﾎｲｯﾌﾟ･ｱﾝﾃﾅの場合これに接続

 

  ◎ NS9542のデータ・シートについて 

  以下のﾃﾞｰﾀ･ｼｰﾄを提供しています。(ｱﾄﾞﾚｽは当ﾏﾆｭｱﾙ巻頭にあります、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてご利用下さい) 

○ NS954x_DataSheet_V1_6.pdf     (ﾃﾞｰﾀｰ･ｼｰﾄ      19 ﾍﾟｰｼﾞ) 

○ NS954x_UsersManual_v1_4.pdf   (ﾕｰｻﾞｰｽﾞ･ﾏﾆｭｱﾙ 38 ﾍﾟｰｼﾞ) 

○ NS954x_ApplicationNote_V1_9.pdf (ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･ﾉｰﾄ  32 ﾍﾟｰｼﾞ) 

※尚、これらﾃﾞｰﾀ･ｼｰﾄに関する内容、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに関するご質問等は、お受けできませんのでご了承下さい。 

 

◎ 音声出力について 

   このモジュールの音声の出力は、受信ＩＣ自体に音量調整が有りませんので、固定音量出力となります。 

出力は、600mVrms ﾍｯﾄﾞﾎﾝ使用を前提としての設計の様で、ﾗｲﾝ出力としては少々小さい出力となります。  

音量が小さい場合は、ﾓｼﾞｭｰﾙ基板を載せるﾎﾞｰﾄﾞ側にｱﾝﾌﾟ等で増幅する工夫をして下さい。 

 

 ■ 最 後 に 

昔、ラジオ少年にとってラジオの製作は、超ﾊｲﾃｸでﾜｸﾜｸしたものでした。 ｹﾞﾙﾏﾆｩﾑや鉱石、真空管といって 

も現在では死語に近くなっております。 時代も変わりｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･ﾗｼﾞｵの現在、これこそﾊｲﾃｸ技術で作られた 

ﾗｼﾞｵとはどの様なものか、それを体験できるﾓｼﾞｭｰﾙ・キットと言えます。 

 

  今後共、末永くご使用頂きます様お願い申し上げます。  

             ◎お問い合わせは下記までメールか往復ﾊｶﾞｷにてお願い致します。 
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キットの情報／詳細は、下記当社ＵＲＬにて。 

          －不許転載－ 
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苫小牧市北光町４－１１－１９篠永ビル１Ｆ 

有限会社 トライステート 
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